
費用●1000円（資料代） 

主催：NPO法人 千葉・在宅ケア市民ネットワーク ピュア 
共催：千葉大学法経学部 高齢化社会・環境情報センター 

と き●5月11日（日）13：30～16：00 
13：00～受付開始 

ところ●千葉大学（西千葉キャンパス） 
社会文化科学研究科棟１階マルチメディア講義室 

 これからどうなってしまうのか、治る見込みは

あるのか、ないのか、どうすればいいのか、なに

ができるのか、……。「がん」と知らされたときか

ら、苦悩は始まります。病状が進んでいくよう

なら、思い悩みはいっそう深まっていくでしょう。 

 でも、患者も、その家族も、「がん」を受け入

れて、ともに生きていくほかありません。そうした

患者の心に、家族の心に、わたしたちはどの

ように寄り添っていったらいいのでしょうか。千

葉県がんセンター緩和医療センターにもか

かわる精神科医の昆啓之氏をお招きして、

みなさんとともに考えます。 

講師●昆 啓之氏 
千葉県精神科医療センター精神科医長 

 

申し込み不要・先着順・定員120人 

JR総武線西千葉駅（北口） 
京成電鉄千葉線みどり台駅 
下車徒歩10～15分 
 
※お車でのご来場はご遠慮ください 


